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「町長」の重荷は消えても

20年の道程は

ず・え肖
、

ン
5

《人ロの動き》

　5月末現在

男2，696（一1）女2，732（一13）計5，428（一14）

出生O　死亡10　転入12　転出16

世帯数1，575（＋1）
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前秋
町
長山

二
十
年
問
の
役
場
勤
務
に
お
別
れ

　
五
期
二
十
年
、
町
発
展
の
た
め

に
粉
骨
砕
身
尽
力
さ
れ
て
き
た
秋

山
前
町
長
が
五
月
十
七
日
、
役
場

庁
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
単
刀
直
入
で
い
て
、
温
厚
な
人

柄
は
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
退
任
さ
れ
る
に
あ
た

り
、
役
場
職
員
を
前
に
し
た
送
別

会
の
席
上
で
は
「
過
疎
法
の
お
蔭

で
松
代
町
も
ど
う
に
か
こ
こ
ま
で

来
る
こ
と
が
で
き
た
。
」
事
実
、

他
町
村
に
先
駆
け
道
路
の
整
備
、

学
校
、
体
育
館
、
水
道
、
公
共
施

設
の
建
設
等
に
人
一
倍
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
来
ら
れ
た
業
績
は
筆

▲関谷新町長との事務引継ぎも淡々とこなす

舌
に
尽
く
し
難
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
又
、
秋
山
前
町
長
の
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
と
も
言
え
る
北
越
北
線
も
紆

余
曲
折
を
経
な
が
ら
、
思
い
も
し

な
か
っ
た
“
ス
ー
パ
ー
特
急
”
へ

の
道
が
拓
け
ま
し
た
。
　
一
途
に
北

越
北
線
に
か
け
て
来
た
熱
意
が
町

民
ば
か
り
で
な
く
沿
線
市
町
村
、

懸
翻
、

ズ華㌔
｝

霧

▼乗り慣れた町長車で役場を後にする

　　　　1…、　難　，一PP－1撫　　　　　　羅

北
陸
地
方
の
人
々
に
ま
で
恩
恵
を

与
え
る
結
果
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

せ
め
て
在
任
中
に
開
通
し
て
い
た

ら
と
は
誰
し
も
思
う
と
こ
ろ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
長
い
間
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で

し
た
。

　
さ
て
、
広
報
係
で
は
今
月
号
の

　
　
　
　
　
　
誌
面
で
秋
山
前
町

長
を
違
っ
た
角
度

か
ら
み
な
さ
ん
に

ご
紹
介
し
よ
う
と

計
画
し
、
自
宅
へ

伺
う
許
可
を
得
て

い
た
の
で
す
が
、

急
病
の
た
め
入
院

さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
幸
い

病
状
は
軽
い
と
の

こ
と
で
す
の
で
、

体
調
が
回
復
さ
れ

る
の
を
待
ち
、
お

邪
魔
さ
せ
て
い
た

だ
こ
う
と
考
え
て

－
い
ま
す
。

　
ご
期
待
下
さ
い
。

『駅の柱にでも…』

山前町長
500万円を寄付

秋

　
「
駅
の
柱
に
で
も
役
立
て
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
秋
山

前
町
長
は
こ
の
た
び
町
に
五
百
万

円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
こ
の
お
金
を
秋
山
前
町

長
の
ご
意
志
に
添
う
よ
う
、
議
会

に
諮
り
使
い
途
を
決
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。
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関
谷
達
治
候
補

高
橋
芳
平
候
補

　
　
平
成

　
　
一
兀
年

　
五
期
二
十
年
間
に
渡
り
町
政
を

担
っ
て
き
た
秋
山
町
長
（
当
時
）

の
任
期
満
了
に
伴
い
行
わ
れ
た
町

長
選
挙
は
、
前
町
議
会
議
長
の
関

谷
達
治
氏
（
五
三
）
と
、
元
役
場
総
務

課
長
の
高
橋
芳
平
氏
（
六
四
）
の
間
で

町
を
二
分
し
て
の
大
激
戦
を
展
開

し
て
き
ま
し
た

。
投
票
は
十
四
日

午
前
七
時
か
ら
始
ま
り
午
後
六
時

（
一
部
五
時
）
で
締
め
切
ら
れ
、

午
後
七
時
か
ら
始
め
ら
れ
た
即
日

開
票
の
結
果
、
午
後
八
時
二
十
三

分
、
開
票
率
九
十
五
・
二
％
、
選

管
の
第
三
回
目
の
発
表
段
階
で
関

谷
氏
が
二
千
四
百
票
、
高
橋
氏
千

五
百
票
で
関
谷
氏
の
当
選
が
こ
の

時
点
で
確
定
し
ま
し
た
。
選
管
が

ま
と
め
た
最
終
得
票
数
は
、
関
谷

　
　
　
　
　
当
日
有
権
者
数
四
二
九
一
人
、

町
長
選
挙
を
ク
ロ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

一
四
七
四
票
㊥

五
四
七
票

　
　
投
票
総
数
四
〇
九
六
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

一 一

氏
二
四
七
四
票
、
高
橋
氏
一
五
四

七
票
。

　
今
回
の
町
長
選
は
、
昨
年
六
月

か
ら
着
々
と
準
備
を
進
め
て
き
た

高
橋
氏
と
、
昨
年
の
十
二
月
議
会

で
の
秋
山
町
長
次
期
町
長
選
不
出

馬
表
明
を
受
け
、
島
田
健
司
氏
（
当

時
助
役
）
が
起
意
し
、
一
対
一
の

戦
い
と
な
る
と
思
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
年
が
変
っ
た
今
年

一
月
、
島
田
氏
は
病
気
に
よ
り
健

康
状
態
が
す
ぐ
れ
ず
、
止
む
な
く

出
馬
を
断
念
。
こ
れ
に
伴
い
、
町

史
編
さ
ん
主
任
委
員
の
関
谷
哲
郎

氏
（
六
一
）
と
議
会
議
長
の
関
谷
氏
が

出
馬
を
決
意
。
選
挙
戦
は
一
転
し

て
新
人
三
氏
に
よ
る
”
三
巴
”
の

激
し
い
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

投票率
95．46％

無
効
七
五

ア
ツ
フ

　
　
そ
の
後
、
関
谷
（
哲
）
氏
は
町
史

　
発
刊
を
目
前
に
し
て
の
激
務
と
重

　
な
り
、
体
調
を
崩
し
た
た
め
選
挙

　
戦
か
ら
離
れ
、
こ
の
時
点
か
ら
関

　
谷
（
達
）
氏
と
高
橋
氏
の
一
騎
打

　
ち
へ
と
、
又
々
情
勢
が
変
わ
る
こ

　
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
新
人
同
志
の
対
決
は
今
の
松
代

　
町
に
な
っ
て
初
め
て
と
い
う
こ
と

　
で
有
権
者
の
関
心
も
極
め
て
高
く
、

　
投
票
率
も
九
五
・
四
六
％
と
前
回

　
を
二
％
以
上
も
上
回
る
加
熱
ぶ
り
。

　
有
権
者
の
審
判
は
高
橋
氏
を
リ
ー

　
ド
し
た
関
谷
氏
を
五
代
目
町
長
と

　
し
て
町
政
を
託
す
こ
と
と
な
り
ま

　
し
た
。

秋
幽
賑
載
諮

　
　
　
　
関
餐
晦
政
離

昭
繍
鱗
華
　
　
■

・
懸
　
　
灘
閣
畿
纏
藻
擁
騰
鞍
購
糊
潤
繹
鏡
就

　
　
緩

欝
　
集
鞭
蒙
爾
騰
園
灘
地
肉
懸
瞬

　
　
議
心
藩
得
秀
蕃
購
難

犠
噸
雛
㈱
灘
鷺
難
馨
鞍
翔
癒
叢
陸
皿
篠
成
功

獺
纈
鱒
難

灘
難
、
－

、
麹
、
、

　
　
　
　
　
螢

逡
難
難
戴
灘
策
緊
懸
鐙
置
法

鰹
建
、
、

鶏
灘
調
鑑
騰
灘
麟
購
㈱
鑛
繭

織
難
懸
翻
㊤
嚢
薩
　
、

、
灘
機
鞭
蟻
灘
調
整
礫
馨
叢
馨
p

燃
縣
、
灘
雛
灘
欝
麟
灘
、
鷲
、
嚢
離
羅

20鎗馨

薙

整
桐
幽
小
学
校
は

総
登
縫
潔
瀦
ー
竣
霊

奴
奈
糊
索
校
奮
奎
焼

龍
越
聡
線
震
施
計
爾
認
薄

広
載
溝
防
松
代
分
遣
醗
創
設

●
滋
繋
馨
灘
書
窮
ー
獄
ブ
鎌
脈
欝
・
ー

　
醗
ー
團
璽
首
相
誕
盤

昭
禰
縄
華

＄繋§麹

　
　
　
　
　
口

鞍
爾
剛
鷹
政
鱒
一
翻
團
矧
織

松
構
蜷
内
雄
僑
鍛
機
設
置

聡
越
灘
線
藩
難
載
鍛
懸
細
事

兼
響
鯖
欝
辮
鑓
鐵
竣
鐙

◎
第
脚
簾
灘
嬢
灘
灘
鎌
簸
饗
濾
欝

p
p
晦
…
…
漁
縄
難
㎜
、
、
　
鐵
p

、
灘
一
、
聡
越
講
線
羅
馨
、
起
霊
戴

・
簸
、
p
、
繊
灘
難
、
縫
叢
叢
懸
鰻
欝
繋
韮
縫
難
灘

繍
縣
灘
欝
繭
鷺
総
灘
職
議
塞
難
瀬
織

　
　
　
　
　
　
蒙
口
㎜

、
、
織
灘
羅
鵜
霞
灘
、
雛
縦
灘
穣
灘
懸
．

欝
鯵
　
繍
灘
灘
繋
識
欝
．
－
鐵
鏑
難
薬
鱒



”H””””II”””1”””llII””1”1”IIIIこうほう・まつだい（元．6月号）”lll”II””lll”lll”1”””II””””II””II”II”lll”IIII”1”1”””川””1川ll”1”rII””1”Ill””””III”Ill”III”””IIII”14””II””1”II

〉〈
役
場
前
で
の
両
候
補
の
演
説

の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

▲時報と同時に投票開始14日7＝00▲全投票箱が到着　18＝30▲緊張の中で開票　19＝15

▲支持者の前で決意を語る関谷候補21＝15　　▲発表を待つ有権者　20＝00　　▲選挙長2回目中問発表19二50

麹
　
國
勢
調
整
罐
灘
慈
騰
⑳
鑑
麟

　
　
難
鑑
鑑
蕪
戴

難
　
棄
難
電
麺
松
代
営
業
藤
薪
築

　
　
頭
載
趨
動
箪
松
代
営
業
所
薪

　
　
築

叢
、
戴
繋
雛
嶽
戦
畢
終
結

昭
禰
舗
集

＄雛　　　響
○
韓
懇
謙
ー
総
事
件
懸
園
中
繭
欝

豊
濫
木
欝
相
潜
搬
福
國
賛
相
礁

　
　
　
　
　
■

金
丸
国
鍵
庁
長
嘗
豪
雪
地
税

察ダ
羅
華
ル
識
薗
動
電
話
緯

難
嚢
憩
の
家
覇
渋
海
荘
瞳
完

成第
塞
次
簡
易
氷
道
垂
事
発
蒙

相
逮
捕

昭
禰
鯉
年
　
　
　
■

韮
　
恕
圏
競
在
積
雪
盛
六
〇
勲
．

5
　
秋
幽
町
政
議
期
霞
繊

＄
　
県
叢
松
代
病
院
改
築

鍛
　
駆
造
林
維
発
設
玄

●
和
歌
幽
県
鐙
灘
雛
灘
発
盤

O
獣
業
欝
寒
波
、
死
老
続
畿

昭
禰
鵬
蕃
　
　
　
■

4
　
第
峯
次
減
撰
水
闘
利
鶏
再
編

麹　　　嬢　　覇

対
策
賭
諜
葛

松
蘂
紳
緩
蟹
叢
要
災
継
財
礒

指
建
鷺
越
聡
越
薬
師
叢
藩
懸
鎌
繋

通統
撫
松
代
禦
撃
校
竣
叢

◎
糞
畢
内
閣
発
足

●
灘
灘
慰
灘
鐙
試
験
憲
織
総
－
誕
盤

昭
和
灘
隼

魏麹違　1

　
　
　
　
　
薗

海
選
地
匿
簡
易
氷
道
完
成

親
松
代
中
学
絞
開
校

暴
稲
麗
爽
学
校
鑑
施
設
誘
致

新
潟
櫨
灘
法
務
撮
松
代
欝
張

所
薪
築

国
遊
蹴
鍛
儀
闇
糠
欝
ン
ネ
鎌

薬
纐
餐
灘
ネ
羅
開
通
式

●
第
慧
次
添
懸
ル
シ
ョ
ッ
禦

昭
翻
5
懸
集
　
　
　
■

4
　
過
疎
地
域
振
興
特
別
搭
置
法

　
　
燃
新
過
疎
法
）
制
定

7
　
松
苧
神
祉
解
体
修
理
霊
事
姑

　
　
ま
る

塾0

　
国
勢
調
査
に
よ
る
町
の
太
園

　
　
七
董
園
人

　
　
第
一
園
晦
斑
体
育
祭

鐙
　
国
鉄
再
建
法
に
よ
り
北
越
北

　
　
線
工
事
中
断
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「
職
場
を
確
保
し
、
若
者
が
残
れ

る
よ
う
な
町
に
し
て
下
さ
い
」

　
　
　
　
南
部
（
女
）
5
3
　
農
業

「
冬
で
も
道
路
を
完
全
に
無
雪
に

し
て
ほ
し
い
。
で
ぎ
れ
ば
居
村
線

も
…
…
」
南
部
（
男
）
6
0
　
農
業

「
冬
、
東
山
ま
で
是
非
無
雪
に
し

て
下
さ
い
」
南
部
（
女
）
4
5
　
農
業

「
前
秋
山
町
長
に
負
け
な
い
く
ら

い
頑
張
っ
て
下
さ
い
」

　
　
　
　
松
代
（
男
）
68
　
農
業

「
若
い
人
が
残
れ
て
活
気
の
あ
る

町
に
し
て
下
さ
い
」

　
　
　
　
伊
沢
（
女
）
3
1
　
主
婦

「
毎
日
バ
ス
を
運
行
し
回
数
を
増

や
し
”
足
”
を
確
保
し
て
…
…
」

　
　
　
　
伊
沢
（
女
）
5
7
　
農
業

　
　
　
　
伊
沢
（
男
）
3
5
　
農
業

「
道
路
を
広
げ
て
冬
で
も
危
険
の

な
い
よ
う
に
、
そ
れ
と
松
代
町
を

ど
ん
ど
ん
宣
伝
し
て
他
町
村
と
の

交
流
を
盛
ん
に
し
て
下
さ
い
」

　
　
　
　
伊
沢
（
男
y
3
4
．
農
業

「
農
家
の
人
は
と
か
く
行
政
を
頼

り
に
し
す
ぎ
。
自
分
た
ち
で
工
夫

し
た
農
業
を
や
ら
な
け
れ
ば
…
…

新
町
長
さ
ん
も
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
下
さ
い
」
伊
沢
（
男
）
62
　
農
業

「
年
を
と
る
と
冬
の
道
つ
け
が
容

易
じ
ゃ
な
い
。
部
落
の
中
も
除
雪

し
て
も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
い
の

だ
が
…
…
」
松
代
（
女
）
6
0
　
農
業

「
若
者
が
残
れ
る
町
づ
く
り
を
。

企
業
の
誘
致
は
条
件
的
に
難
し
い
、

鉄
道
が
あ
れ
ば
通
勤
範
囲
も
広
が

る
の
で
北
越
北
線
の
早
期
開
通
を

願
っ
て
い
ま
す
」

　
　
　
　
松
代
（
男
）
64
　
農
業

「
道
を
広
げ
無
雪
に
し
て
い
つ
で

も
高
柳
へ
通
れ
る
よ
う
に
、
町
の

中
心
も
大
事
だ
ろ
う
が
奥
の
部
落

も
大
切
に
し
て
下
さ
い
」

　
　
　
　
峰
方
（
男
）
5
9
　
農
業

「
若
さ
で
い
い
町
を
作
る
よ
う
頑

張
っ
て
下
さ
い
」

　
　
　
　
峰
方
（
女
）
5
2
　
農
業

「
人
口
が
こ
れ
以
上
減
ら
な
い
よ

う
に
働
く
場
所
を
作
っ
て
…
…
」

　
　
　
　
峰
方
（
女
）
4
3
　
農
業

「
過
疎
を
止
め
、
部
落
の
中
も
無

雪
に
し
駐
車
場
を
…
…
」

　
　
　
　
峰
方
（
女
）
3
4
　
主
婦

「
若
い
人
た
ち
が
残
れ
て
明
る
い

町
に
し
て
下
さ
い
」

　
　
　
　
山
平
（
女
）
6
6
　
農
業

「
冬
場
で
も
村
の
中
の
除
雪
を
」

　
　
　
　
山
平
（
男
）
3
8
　
会
社
員

「
若
さ
で
公
約
を
実
行
し
て
下
さ

い
」
　
　
山
平
（
男
）
5
0
一
商
業

「
働
く
所
、
楽
し
め
る
所
が
ほ
し

い
。
松
代
の
メ
イ
ン
と
な
る
も
の

を
…
…
」
　
　
高
校
三
年
（
女
）

覇
雛
灘
欝
臓
籟
衆
参
翻
懸
選
雛
薦
縫

、
懇
灘
錯
灘
欝
翻
就
難

．
．
鱗
鎌
灘
鞍
鷺
灘
鍵
灘
難
灘
発

　
・
灘
灘
灘
譲
．
鑑
難
鋤
雛
繊
辮

　
　
爺
鞭
盤
轍
ー

　
　
綴
雛
繊
議
灘
護
饗
、

　
　
欝
饗
編
灘
羅
欝
叢
欝
灘
難
、
、

　
　
懸
獺
織
竣
雛
、
、
p

　
　
繋
灘
鐵
轍
灘
灘
雛
難
識
灘
灘
、

　
　
霧
藻

照
獅
灘
驚
　
　
　
響
、
譲

墾鰹漁
蝦
繭
購
難
懸
欝
麟
織

懸塗菱難
継
難
繍
ー
鐵
灘
鍵
叢
灘
鍵
麟
騰
難
・

瑚
瀬
鰹
講
　
　
　
繕

霧
　
禦
溢
灘
繭
ー
灘
磯
闇
緯
心
畿

　
　
蟹
灘
麟
麟
懸
灘
磁
認
鐙

響
　
灘
鐵
懇
灘
鞭
㈱
被
讐
額
懸
鰯

　
　
欝
懇
灘
醗

繊
欝
叢
辮
灘
纏
騰
趨
翻
鰹
蜷
越
霧

　
麟
織
灘
欝
灘
蝦
翻
難

購
購
麟
綴
灘
糊
競
難

磯
獺
搬
縣
　
　
雛

讐
　
縫
議
磯
譲
灘
難
灘
徽
叢
数
麗

　
　
灘
整

綴
　
響
鑛
懸
灘
灘
騰
溝

欝
・
総
響
繍
灘
館
落
成

　
　
第
叢
凝
簡
易
隷
道
鍍
張
叢
嚢

　
　
鑑
灘
構
峰
叢
地
欝
辮

◎
鷺
奉
海
鞭
蔀
麹
震

昭
獅
翻
集
　
　
麟

欝
、
豪
懇
．
羅
鍛
灘
獲
騨
・
の
簸

　
　
p
商
獲
霧
馨
鶏
録

　
　
・
撫
叢
翻
懲
難
穣
鑑
載

懸
、
■
瀬
越
蕪
織
第
蚤
遜
雛
嚢
ー
鍵

　
　
、
進
叢
蟹
魏
購
糞
饗
難
麟
織
蜷

p
き
響
輝
甥
難
懸
瀬
羅
趨

難
郷
盤
資
糠
灘
醐
簸

馨
　
灘
欝
籍
難
灘
擁
繋
灘
嚢
闘
催

　
　
蟻
欝
麟
驚
雛
、
－

、
、
糠
灘
綴
酬
纒
簾
灘
薩
懇
難
第
難
鰻

　
鑛
灘
糠
轍
越
懸
獄
㈱
馨
護
嚢
毯
、

　
灘
業
鑑
講
懸
運
蕪
鍵
灘
鱒
講

鱗
聯
繊
驚
発
懸
p

贈
灘
麟
懸
讐
　
　
　
膿

義
馨
雲
懸
穣
灘
灘
鱒
．
璽
叢

　
　
叢
穫
灘
懇
鍵
録
、
羅
『
、

馨
、
糠
慰　懸麟撫
、
難
織
鐵
羅
灘
魏
越
懸
欝
㈱
醗

懲
業
響
認
灘

輪
灘
灘
繍
讃
黛

饗
灘
難
鐵
簸
礫
灘
翻
羅
轍

麟
勢
調
嚢
難
蒙
灘
購
顯
難
懲
、
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「
汚
水
が
流
雪
溝
に
流
れ
て
い
る

み
た
い
。
臭
い
が
ひ
ど
い
で
す
ね
。

消
費
税
、
何
と
か
な
ら
な
い
で
す

か
」
　
　
松
代
（
女
）
4
0
　
商
業

「
掲
げ
た
公
約
を
実
行
し
て
下
さ

い
。
生
活
費
（
水
道
料
・
国
保
税

等
）
が
高
い
で
す
ね
。
高
卒
者
が

残
ら
な
い
の
は
周
囲
の
人
も
考
え

を
変
え
な
け
れ
ば
…
。
こ
こ
に
残

っ
た
子
を
特
別
視
し
て
か
え
っ
て

残
り
つ
ら
く
し
て
い
る
み
た
い
」

　
　
　
　
松
代
（
男
）
50
　
自
営
業

「
人
口
が
減
ら
な
い
よ
う
に
。
町

内
で
買
物
を
し
て
く
れ
る
人
が
多

け
れ
ば
そ
れ
だ
け
町
内
で
お
金
が

動
き
ま
す
か
ら
」

　
　
　
　
松
代
（
女
）
34
　
商
業

「
町
民
と
の
対
話
を
重
視
し
、
公

約
を
実
行
し
て
下
さ
い
」

　
　
　
　
松
代
（
男
）
68
　
農
業

「
一
番
面
倒
だ
ろ
う
け
ど
若
者
が

定
着
で
き
る
よ
う
に
。
若
者
が
増

え
れ
ば
子
供
も
増
え
る
し
…
…
」

　
　
　
　
山
平
（
男
）
3
4
　
理
容
業

「
若
返
っ
た
の
で
親
近
感
が
あ
る
。

早
大
と
の
交
流
を
深
め
松
代
を
も

っ
と
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
と
若
者
が
集
え
る
所

を
作
っ
て
下
さ
い
」

　
　
　
　
山
平
（
男
）
2
8
　
管
理
人

「
寺
田
～
儀
明
間
の
除
雪
を
し
て

下
さ
い
。
冬
、
上
越
へ
通
勤
す
る

人
が
大
変
で
す
」

　
　
　
　
山
平
（
女
）
58
　
農
業

「
積
極
的
な
政
策
を
、
後
手
々
々

に
回
ら
な
い
よ
う
に
。
損
得
は
抜

き
に
自
然
を
生
か
し
た
政
策
を
」

　
　
　
　
山
平
（
男
）
ω
　
自
営
業

「
ま
ず
秋
山
町
政
を
一
年
継
い
で

か
ら
…
…
。
高
校
生
の
段
階
で
学

校
の
先
生
と
協
力
し
、
町
へ
残
る

よ
う
に
生
徒
を
指
導
し
て
ほ
し
い
」

　
　
　
奴
奈
川
（
男
）
68
　
農
業

「
公
約
を
実
行
し
て
下
さ
い
。
特

に
後
継
者
対
策
（
嫁
・
婿
問
題
、

職
場
の
確
保
）
に
力
を
入
れ
て
」

　
　
　
奴
奈
川
（
男
）
6
5
　
農
業

「
部
落
内
の
細
い
道
も
舗
装
さ
れ

た
ら
と
思
い
ま
す
。
今
回
、
色
々

な
部
落
を
回
る
こ
と
が
で
き
て
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
下

水
道
の
建
設
に
も
着
手
し
て
も
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

　
　
　
奴
奈
川
（
女
）
3
0
　
無
職

「
除
雪
対
策
に
力
を
入
れ
て
下
さ

い
。
特
に
室
野
の
中
通
線
に
つ
い

て
は
是
非
お
願
い
し
た
い
」

　
　
　
奴
奈
川
（
男
）
5
5
　
理
容
業

「
期
待
し
て
い
ま
す
。
の
一
言
」

　
　
奴
奈
川
（
男
）
59
　
農
業

「
老
人
ば
っ
か
り
に
な
っ
て
困
っ

ち
ゃ
う
。
も
っ
と
若
い
人
が
帰
っ

て
く
れ
る
と
い
い
で
も
…
…
」

　
　
　
奴
奈
川
（
女
）
5
6
　
農
業

“
行
き
あ
た
り
ば
っ
た
り
”
で
町

内
の
方
々
か
ら
新
町
長
に
対
す
る

意
見
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
載
っ
た
か
ら
す
ぐ
実
現
、

な
ん
て
わ
け
に
は
行
か
な
い
で
し

ょ
う
が
、
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
紹
介
に
当
つ
て
、
氏
名
・
顔
写

真
・
部
落
名
等
は
本
人
の
ご
迷
惑

を
考
え
省
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
松
代
地
区
に
は
松
代
、
小
荒

戸
、
太
平
、
菅
刈
、
田
沢
、
千
年
、

池
尻
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　
素
○
榊
灘
灘
蕪

欝
　
地
載
防
轡
体
制
整
備
事
業
鷹

　
　
嶺
搬
響
灘
総
－
灘
ー
嚢
欝
蓬

　
　
購
轟
（
翌
年
恭
欝
遮
加
）

●
関
越
鐵
動
単
道
開
通

●
刈
羽
原
発
運
転
開
始

昭
和
田
隼
　
　
　
■

1
　
孟
地
地
内
で
雪
崩
災
害
発
生

　
　
保
安
要
員
一
名
死
亡

2
　
豪
雪
、
七
瑠
現
在
㈱
紬
．
の
最

　
　
高
積
雪
を
記
録

3
　
太
平
・
田
沢
闇
懸
地
す
べ
り

　
　
国
道
通
行
不
能

　
　
清
水
小
学
校
竣
工

｝0

　
峰
方
線
町
営
バ
ス
運
行
開
始

　
　
早
大
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
竣
工

n
　
富
沢
順
平
展
開
催

●
チ
エ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
大
事
故

昭
和
鯉
年

245118
　
　
　
　
　
■

第
一
回
上
石
杯
タ
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
；
選
手
権

町
議
会
議
員
選
挙
（
無
投
票
）

定
数
一
八
名
に

上
越
地
方
植
樹
祭
室
野
に
て

行
わ
れ
る

宮
原
柳
倦
展
開
催

莇
平
小
子
牛
の
卒
業
式

◎
驚
欝
糞
相
就
緩

◎
県
の
繊
灘
…
欝
特
建
地
載
権
棄

　
頸
城
郡
懸
指
矩
慈
羅
る

昭
掴
鰐
年

3
　
第
一
圓

　
　
の
陣
牒

765醤10

　
　
　
　
　
■

　
　
　
鷺
越
後
ま
壌
だ
糖
冬

　
　
　
大
成
鞠

芝
峠
温
泉
堀
劇
始
ま
る

第
一
回
ナ
イ
ト
ウ
誰
ー
タ

チ
ベ
繋
ト
ハ
ウ
ス
開
所
式

圏
際
結
婚
合
同
披
露
宴

体
育
協
会
設
立
玉o
周
年

松
代
中
学
校
創
立
遡
周
年

●
リ
タ
ル
ー
繋
事
件
発
覚

昭
和
餌
年
（
平
成
元
年
）

253　　●

に天
　　皇

　　陛
　　下
　　崩

　　御
　　　、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

暖
冬
少
雪
、
五
日
最
高
積
雪

の
雛
硬
．
（
役
場
裏
）

第
二
回
冬
の
陣

町
畏
選
挙
　
関
谷
達
治
氏
当

選当
選
証
書
授
与
（
萄
日
）

町
長
事
務
引
継
ぎ
（
算
日
）

関
谷
新
町
長
初
登
庁
（
鰺
日
）

　
　
　
　
　
　
元
号
「
平
成
」

（
参
考
、
松
代
町
史
、
新
潟
日
報

社
県
年
鑑
、
元
鈴
木
助
役
記
録
緩
）
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蒲
生
小
学
校
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

　
　
ア
メ
リ
カ
ヵ
ら
の
お
客
さ
ん

　
五
月
九
日
、
蒲
生
小
学
校
（
古

田
洋
司
校
長
先
生
）
を
青
い
目
を

し
た
お
客
さ
ん
が
訪
問
し
ま
し
た
。

　
シ
ン
デ
ィ
・
ボ
ー
グ
マ
ン
さ
ん

（
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
美
術
教
育

助
教
授
）
、
キ
ャ
シ
ィ
・
シ
モ
ン
ズ

さ
ん
（
小
学
校
美
術
教
師
）
、
ア
ン
・

ハ
イ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
さ
ん
（
同
）

ミ
カ
エ
ル
・
ク
ラ
ン
パ
ー
さ
ん
（
イ

ン
デ
ィ
ア
ナ
大
美
術
教
育
専
攻
大

学
院
生
）
の
四
人
で
、
一
行
は
上

越
教
育
大
と
上
越
美
術
研
究
連
盟

と
の
交
流
を
持
ち
、
こ
の
た
び
の

来
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
「
山
間
地
の
学
校
も
見
た
い
」

と
い
う
こ
と
で
、
同
連
盟
に
加
入

さ
れ
て
い
る
古
田
校
長
先
生
の
招

き
で
訪
問
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
十
二
名
の
全
校
児
童
と
教
職
員

に
交
じ
っ
て
給
食
を
食
べ
た
後
、

▲
英
語
で
書
か
れ
た
横
断
幕
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
喜
一
｝
び

　
子
供
た
ち
の
質
問
に

ぐ
「
雪
は
、
こ
れ
く
ら
い
よ
」

裏
山
に
あ
る
”
ぶ
な
山
広
場
”
で

休
憩
。
丸
太
で
作
ら
れ
た
イ
ス
に

腰
か
け
、
緑
一
杯
の
こ
の
自
然
の

教
室
で
子
供
た
ち
が
授
業
を
し
た

り
読
書
を
し
て
い
る
と
聞
い
て
、

「
ワ
ン
ダ
フ
ル
」
を
連
発
し
て
い

ま
し
た
。

▼子供の背丈もある大きなテレビ

　
寺
田
分
校
の
子
供
た
ち
も
一
緒

に
な
っ
て
の
交
流
会
で
は
、
子
供

た
ち
が
「
ア
メ
リ
カ
の
子
供
た
ち

は
ど
ん
な
遊
び
を
？
」
、
「
雪
は
ど

の
く
ら
い
降
り
ま
す
か
？
」
な
ど

の
質
問
を
す
る
と
、
一
つ
一
つ
に

こ
や
か
に
答
え
（
写
真
下
）
、
予
定

奴
奈
川
小
学
校
に
は

　
　
ど
で
か
い
テ
レ
ビ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
奴
奈
川
小
学
校
（
村
沢
真
琴
校

長
先
生
）
に
こ
の
ほ
ど
、
ど
で
か

い
テ
レ
ビ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り

ま
し
た
。
　
（
写
真
）

　
贈
り
主
は
、
東
京
奴
奈
川
校
友

会
名
誉
会
長
の
関
谷
徳
次
郎
さ
ん
。

関
谷
さ
ん
が
こ
の
五
月
初
め
に
同

鰹

で
集
ま
っ
て
見
れ
ば
教
育
効
果
も

抜
群
、

ビ
を
使
っ
て
今
ま
ま
で
に
な
い
卒

業
式
が
で
き
そ
う
。

で
も
み
ん
な
で
学
校
行
事
の
ビ
デ

オ
を
見
て
も
ら
え
る
し
…
…
」

今
か
ら
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
使
い

校
を
訪
問
し
た
際
、
「
食
堂

に
大
き
な
テ
レ
ビ
が
あ
っ

て
も
い
い
な
あ
」
と
い
う

こ
と
で
ポ
ン
と
実
可
付
。
こ

の
テ
レ
ビ
は
画
面
の
大
き

さ
が
縦
64
弛
．
、
横
8
5
独
。
で
、

大
迫
力
の
画
面
に
子
供
た

ち
も
大
喜
び
。

　
村
沢
校
長
先
生
と
蒲
野

教
頭
先
生
は
「
教
室
で
小

さ
い
テ
レ
ビ
を
見
て
の
勉

強
よ
り
、
こ
こ
に
み
ん
な

そ
れ
に
来
年
は
こ
の
テ
レ

　
　
　
　
　
P
T
A
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

し
て
い
た
時
問
も
大
幅
に
オ
ー
バ

ー
し
、
随
行
の
人
を
心
配
さ
せ
る

一
幕
も
．

　
子
供
た
ち
に
と
っ
て
も
楽
し
い

交
流
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

途
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
し

た
。
　
ど
う
や
ら
、
子
供
た
ち
以
上
に

先
生
方
が
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
喜

び
を
隠
せ
な
い
よ
う
で
し
た
。

　
迫
力
あ
る
画
面
に
大
喜
び

く



義
　　
馨

羅

垂

垂

美

　　　　　　　　嚢　　　　　灘　　灘嚢纈纒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蠣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蒙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　穫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　韓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　　　　　　撚　　　　　　　　　　　　鍵　　　　　　　　　　　懸　　　　　　　　　　馨　　　　　　　　　縫　　　　　　　　馨　　　　　　　　菱　　　　　　　嚢　　　　　　醗　　　　　　難　　　　　勲　　　　　繋　　　　　蓑　　　　　裂　　　　舞　　　　癖　　　　墾　　　騰　　　劃　　　韮　　　欝　　難　　鐸　　欝　　1蓑　薙　獲　嚢　麟
1舞

勲擁

　
　
去
る
五
月
三
日
、
町
総
合
セ
ン

　
タ
ー
を
会
場
に
成
人
式
が
行
わ
れ

　
ま
し
た
。

　
　
心
配
さ
れ
た
天
候
も
、
た
く
ま

　
し
く
成
人
さ
れ
た
姿
を
祝
福
す
る

　
か
の
よ
う
に
晴
れ
上
が
り
、
和
服

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農

錘

議

に
ス
ー
ツ
に
そ
れ
ぞ
れ
着
飾
っ
た

新
成
人
を
一
目
見
よ
う
と
集
ま
っ

た
大
勢
の
人
た
ち
に
囲
ま
れ
て
、

ス
ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
の
リ
ク
エ
ス

ト
に
応
じ
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
会
場
で
は
、
7
5
名
（
男
性

45
名
、
女
性
3
0
名
）
の
新
成
人
に

町
長
、
町
議
会
議
長
、
教
育
振
興

会
長
、
連
合
青
年
団
長
が
そ
れ
ぞ

れ
祝
辞
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し

て
柳
綾
子
さ
ん
（
千
年
）
が
、
公

民
館
長
よ
り
記
念
品
目
録
を
受
け

取
り
、
小
堺
守
さ
ん
（
蒲
生
）
よ

り
「
こ
れ
か
ら
は
、
社
会
人
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
し
、
行
動
に
責
任

を
持
つ
と
と
も
に
、
松
代
町
の
発

展
の
た
め
に
努
力
と
協
力
を
し
て

ゆ
き
た
い
一
と
答
辞
を
述
べ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
松
苧
太
鼓
の
み
な
さ
ん
よ
り

出
陣
太
鼓
を
披
露
し
て
い
た
だ
き

新
成
人
の
仲
間
入
り
を
力
強
く
祝

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
後
、

祝
賀
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
会

場
が
一
転
し
て
デ
ィ
ス
コ
会
場
に

な
り
、
用
意
さ
れ
た
ビ
ー
ル
や
カ

ク
テ
ル
、
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
を
楽

し
み
な
が
ら
、
久
方
ぶ
り
の
友
と

の
再
会
に
大
い
に
盛
り
上
り
ま
し

た
。

繊

蟻

　
町
で
は
、
今
回
成
人
さ
れ
た
み

な
さ
ん
に
、
松
代
町
に
対
す
る
考

え
方
と
本
人
の
結
婚
感
等
を
盛
り

込
ん
だ
意
識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
回
答
者
は
五
十
七
人
（
7
6
％
）

の
方
々
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

質
問
と
答
え
の
内
容
は
わ
か
る
範

囲
に
簡
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
結
果
を
み
な
さ
ん
は
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
る
で
し

ょ
う
か
。

※
数
字
は
（
男
・
女
）
で
表
示
。

※
質
問
は
一
部
割
愛
し
、
関
連
性

　
の
あ
る
も
の
を
組
み
直
し
て
掲

載
。

※
写
真
と
質
問
の
内
容
は
無
関
係

　
で
す
。

◎
現
在
の
住
所
は

　
東
京
（
1
8
・
7
）

　
・
2
）
、
神
奈
川

　
埼
玉
（
3
・
3
）

　
・
－
）

　、　　　　　　　　　　、

　　（

千7県葉・内
＿1＿1×11

◎
職
業
は

　
会
社
員
（
2
1
・
6
）
、
学
生
（
1
1
・

　
3
）
、
公
務
員
（
7
・
0
）
、
そ
の

他
（
3
・
7
）

◎
住
ん
で
い
る
所
は

　
社
宅
（
2
2
・
2
）
、

　
（
1
8
・
1
0
）
、
自
宅

（ア1　ノマ
●

　1
1＿ト

◎
進
路
を
決
め
た
の
は
い
つ
ご
ろ

　
古
同
三
（
2
2
・
8
）
、
高
二
（
6
・

　
3
）
、
中
学
（
5
・
3
）
、
他
（
2

　
・
2
）
、
未
（
3
・
O
）

都
会
生
活
に
は

　
　
　
ま
あ
満
足

◎
都
会
へ
（
松
代
町
を
出
た
）
理

　
由
は
？

職
場
が
な
い
（
n
・
5
）
、
学

校
へ
行
く
た
め
（
1
0
・
5
）

自
分
を
試
す
（
8
・
1
）
、
都

会
に
憧
れ
た
（
4
・
2
）
、
松

代
町
が
い
や
だ
っ
た
（
2
・
1
）

そ
の
他
（
6
・
1
）

◎
松
代
町
を
出
て
行
く
こ
と
で
両

　
親
の
考
え
は
？

　
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ

　
て
ほ
し
い
（
1
4
・
6
）
、
安
定

　
し
た
仕
事
と
生
活
を
（
6
・
5
）

　
松
代
町
に
残
っ
て
ほ
し
か
っ
た

　
（
6
・
2
）
、
学
歴
を
つ
け
て

　
ほ
し
い
（
5
・
0
）

◎
現
在
の
生
活
は
？

　
満
足
（
7
・
0
）
、
ま
あ
満
足

（
1
7
・
n
）
、
不
満
（
1
7
・
4
）
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勤
め
る
所
が
あ
れ
ば
帰
り
た
い

◎
松
代
町
は
ふ
る
さ
と
と
し
て
魅

　
力
が
あ
る
か
？

　
あ
る
（
2
2
・
4
）
、
ど
ち
ら
か

　
と
い
え
ば
あ
る
（
1
4
・
9
）
、

　
な
い
（
6
・
2
）

◎
将
来
、
住
み
た
い
所
は
？

　
東
京
（
4
・
4
）
、
地
方
都
市

　
（
2
0
・
4
）
、
松
代
（
3
・
1
）

　
未
定
（
1
3
・
6
）

◎
ど
う
い
う
場
合
に
松
代
へ
帰
る

　
こ
と
に
な
る
か
（
前
問
で
松
代

　
と
未
定
と
回
答
）

　
親
の
面
倒
を
見
る
（
6
・
4
）

　
松
代
に
勤
め
る
所
が
で
き
た
時

　
（
5
・
3
）
、
自
信
を
無
く
し

　
た
時
（
4
・
2
）
、
家
を
継
が

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
時

　
（
3
．
2
）
、
他
（
5
・
0
）

◎
生
活
環
境
は
ど
ち
ら
か
よ
い
か

　
都
市
（
1
8
・
1
3
）
、
松
代
町
（
n

　
・
2
）

◎
そ
の
理
由
は
（
二
つ
）

　
交
通
が
便
利
（
2
2
・
1
0
）
、
施

　
設
が
整
っ
て
い
る
（
n
・
7
）

　
自
然
が
豊
か
（
9
・
2
）
、
情

　
報
が
多
い
（
8
・
2
）
、
住
宅

　
事
情
が
よ
い
（
5
・
1
）

結
婚
相
手
は
人
柄
で

◎
結
婚
を
前
提
と
し
た
相
手
は
？

　
い
る
（
6
・
3
）
、
い
な
い
（
3
3

　
・
12
）

◎
恋
愛
そ
れ
と
も
見
合
い
？

　
恋
愛
（
2
6
・
8
）
、
見
合
（
O
）

　
ど
ち
ら
で
も
（
n
・
7
）

◎
相
手
を
選
ぶ
基
準
は
？

　
人
柄
（
3
3
・
1
3
）
、
生
活
力
（
8

　
・
1
3
）
、
（
外
見
1
5
・
0
）
、
職
業
（
2

　
・
2
）
、
年
令
（
2
・
1
）
、
学

　
歴
（
－
・
o
）

◎
結
婚
後
、
家
族
と
の
同
居
は
？

　
か
ま
わ
な
い
（
1
4
・
8
）
、
い
や

　
（
n
・
4
）
、
ど
ち
ら
で
も
（
12

　
・
2
）

◎
松
代
町
か
ら
結
婚
の
話
が
あ
り
、

　
相
手
が
自
分
に
合
っ
た
人
で
あ

　
る
と
き
（
女
性
の
み
）

　
帰
っ
て
結
婚
し
て
も
よ
い
（
6
）

　
帰
り
た
く
な
い
の
で
断
わ
る

　
（
5
）

活
性
化
は

　
　
　
　
克
雪
で

◎
松
代
町
が
活
性
化
す
る
た
め
に

　
必
要
な
こ
と
は

　
①
克
雪
対
策
　
②
交
通
整
備

　
③
観
光
開
発
　
④
産
業
の
創
設

　
⑤
都
市
と
の
交
流
　
⑥
後
継
者

　
対
策

◎
松
代
町
が
観
光
地
と
し
て
発
展

　
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
好
ま
し
い
（
2
8
・
1
3
）
、
何
と

　
も
思
わ
な
い
（
5
・
0
）
、
発

　
展
は
望
め
な
い
（
3
・
1
）

　
好
ま
し
く
な
い
（
1
・
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
松
代
町
の
将
来
は
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
の
ま
ま
（
1
4
・
9
）
、
徐
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
活
性
化
（
m
・
4
）
、
衰
退

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
（
1
4
・
2
）
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成
人
式
の
記
念
写
真
が
で
き

ま
し
た
の
で
、
町
公
民
館
ま
で

お
越
し
下
さ
い
。
　
（
こ
れ
は
参

加
者
の
み
無
料
で
す
。
）
当
日
、

会
場
内
で
撮
影
し
た
ス
ナ
ッ
プ

写
真
も
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
。

（
一
枚
4
0
円
前
後
で
す
。
）

　
※
昨
年
の
成
人
式
で
ス
ナ
ッ

プ
写
真
を
注
文
さ
れ
た
方
で
、

ま
だ
取
り
に
来
ら
れ
な
い
方
が

大
勢
い
ま
す
。
都
合
の
つ
く
日

に
町
公
民
館
ま
で
ど
う
ぞ
！
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松代町の

野撫為

シ
リ
ー
ズ
⑳

メ

　
桜
の
花
や
椿
の
花
が
咲
き
は
じ

め
る
と
、
待
っ
て
い
ま
し
た
と
ば

か
り
に
蜜
を
吸
い
に
集
ま
っ
て
、

一
生
懸
命
花
か
ら
花
へ
と
移
動
し

な
が
ら
蜜
を
吸
っ
て
、
花
粉
で
顔

を
黄
色
に
し
て
い
る
愛
ら
し
い
こ

の
鳥
は
、
ス
ズ
メ
目
メ
ジ
ロ
科
に

分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
松
代
町
で

は
冬
期
間
、
雪
の
少
な
い
地
方
や

暖
か
い
地
方
に
移
動
（
国
内
の
北

か
ら
南
、
山
地
か
ら
低
地
、
平
場

に
移
動
す
る
こ
と
を
漂
行
と
言
い
、

漂
行
す
る
鳥
を
漂
鳥
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
）
す
る
た
め
か
、
冬
期
間
観

察
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
春
に
な

る
と
帰
っ
て
来
る
よ
う
で
す
。
昨

年
は
十
一
月
中
旬
に
は
、
松
代
城

跡
公
園
で
は
観
察
で
き
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
帰
っ
て
く
る
と
ち

ょ
う
ど
桜
や
椿
が
咲
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
カ
ロ
リ
ー
の
高
い
蜜
を

吸
っ
て
体
力
を
養
う
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
ろ
は
小
群

で
生
活
し
、
仲
間
同
志
で
、
ツ
ィ

ジ
松

1
、

永

口

光、、
ノ

　
　
ツ
ィ
ー
と
呼
び
か
い
な
か
ら

花
か
ら
花
へ
と
飛
び
ま
わ
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
群
の
中
か
ら
番
が
形

成
さ
れ
る
の
か
、
番
が
何
組
か
合

流
し
て
群
を
作
っ
て
い
る
の
か
、

く
わ
し
い
メ
ジ
ロ
の
社
会
生
活
の

研
究
報
告
は
見
て
い
ま
せ
ん
の
で

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
数
組
の
番
の

群
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
辺
で
メ
ジ
ロ
の
容
姿
を
紹

介
し
ま
す
と
、
背
は
和
菓
子
に
「
う

ぐ
い
す
も
ち
」
と
い
う
お
菓
子
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ぐ
い
す
も

ち
の
色
に
そ
っ
く
り
で
、
喉
は
黄

色
、
腹
は
白
色
、
脇
腹
は
淡
紫
褐

色
で
、
目
の
ま
わ
り
に
名
前
の
と

お
り
の
白
色
環
が
あ
り
、
大
き
さ

は
若
山
牧
水
の
歌
に

　
松
か
さ
と
見
ま
が
う
鳥
の

　
　
め
じ
ろ
鳥
群
れ
て
あ
そ
べ
り

　
　
　
　
　
　
う
れ

　
　
　
老
松
の
梢
に

と
あ
る
よ
う
に
大
き
さ
は
、
ス
ズ

メ
よ
り
小
さ
く
全
長
約
十
ニ
セ
ン

チ
と
日
本
産
の
野
鳥
の
中
で
は
小

さ
い
方
に
入
り
ま
す
。

　
サ
エ
ズ
リ
は
、
チ
ー
チ
ュ
ル
、

チ
ー
チ
ュ
ル
、
チ
チ
ル
チ
チ
ル
、

チ
ュ
ル
チ
ー
な
ど
と
早
口
で
サ
エ

ズ
リ
ま
す
。
昔
か
ら
メ
ジ
ロ
は
飼

鳥
と
し
て
飼
養
さ
れ
、
品
評
会
や

鳴
き
合
せ
会
な
ど
で
は
高
い
声
で

鳴
く
も
の
が
よ
い
と
さ
れ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
　
ね

愛
好
家
の
間
で
は
、
　
「
高
音
を
は

る
」
と
言
っ
て
珍
重
さ
れ
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
そ
、
高
値
を
は
っ
て
取
引
き
さ

れ
た
よ
う
で
す
。
現
在
捕
獲
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
飼
養
す
る
の
に
許

可
が
必
要
で
す
し
、
申
請
し
て
も

許
可
さ
れ
る
こ
と
は
、
ご
く
ま
れ

の
よ
う
で
す
．

　
番
に
な
っ
た
後
、
広
葉
樹
林
、

カ
ラ
マ
ツ
林
、
村
落
付
近
の
雑
木

林
の
気
に
入
っ
た
、
細
い
二
又
に

な
っ
た
枝
に
ク
モ
の
糸
を
巻
き
つ

け
、
そ
の
ク
モ
の
糸
に
蘇
類
を
主

材
に
羽
毛
、
獣
毛
、
落
葉
な
ど
を

使
い
、
時
に
は
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
、

ビ
ニ
ー
ル
ヒ
モ
な
ど
の
切
れ
は
し

を
付
着
さ
せ
て
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
状

の
巣
を
作
り
、
ち
ょ
う
ど
ゆ
り
か

ご
の
よ
う
な
格
好
で
、
お
椀
の
よ

う
な
巣
を
作
り
ま
す
。
　
（
本
種
の

巣
は
、
松
代
町
公
民
館
の
一
階
廊

下
の
展
示
ケ
ー
ス
に
展
示
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

献
血
を

あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
太
字
は
、
姻
認
献
血
者

郎
男
満
孝
信
靖
郎
一
茂
二
子
子
子
枝
子
子
雄
作

太
春
　
　
善
　

一
信
　
健
み
雪
淳
春
輝
幸
幹
勇

松
　
　
　
　
　
　
　
多
　
　
　
　
き

崎
堺
島
村
村
田
橋
藤
賀
井
田
上
上
堺
村
堺
井
巻

寺
小
小
中
中
品
高
佐
山
富
池
井
井
小
中
小
菅
藤

江
一
美
男
一
子
忠
代
六
子
正
明
男
子
春
博
良
隆

美
欣
代
道
順
代
保
和
昇
智
義
公
正
佐
重
　
健

谷
谷
谷
持
岡
沢
田
井
持
沢
坂
谷
山
口
橋
賀
苗
原

関
関
関
米
室
相
垣
数
米
富
石
関
丸
小
高
山
松
松

子
え
子
一
一
守
晴
也
司
子
夫
郎
子
子
弘
義
子
勇

美
く
恵
幸
淳
　
利
哲
健
月
芳
賢
淳
恵
　
正
初

久
ふ田
橋
野
沢
沢
林
井
村
川
堺
田
野
橋
口
田
谷
谷

山
高
牧
相
中
小
若
仲
市
小
武
大
高
樋
増
関
関
柳

彦
郎
雄
良
郎
雄
徹
勉
二
靖
次
功
行
子
子
夫
一
子

利
太
芳
一
一
岩
　
　
徳
　
熊
　
雅
栄
代
則
正
合

　
茂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佳
　
　
　
百

　
沢
橋
藤
川
村
岡
木
持
藤
月
島
沢
辺
野
藤
井
谷

柳
宮
高
斉
堀
仲
室
斉
米
伊
若
中
野
田
重
佐
菅
関

次回は

6月24日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

役
場
前
午
前
…
…
～
午
前
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

高
校
午
後
…
…
～
午
後
…
…
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巣
が
で
き
る
と
産
卵
を
し
ま
す
が
、

産
卵
期
は
四
月
か
ら
六
月
こ
ろ
ま

で
の
間
で
、
一
巣
の
卵
数
は
三
～

五
個
で
、
白
か
淡
青
緑
色
で
無
地

の
卵
を
生
み
、
一
〇
日
位
抱
卵
す

る
と
艀
化
し
、
そ
の
後
十
二
日
位

で
巣
立
ち
を
し
ま
す
。
抱
卵
も
、

雛
へ
の
給
餌
、
糞
の
処
理
、
保
温

も
夫
婦
で
共
同
し
交
代
で
行
な
い

ま
す
。
メ
ジ
ロ
だ
け
で
な
く
野
鳥

の
大
半
は
、
卿
化
直
後
か
ら
数
日

位
は
、
親
鳥
が
雛
の
糞
を
飲
み
込

ん
で
し
ま
い
ま
す
。
雛
の
糞
は
、

ゼ
ラ
チ
ン
質
の
う
す
い
膜
で
包
ま

れ
て
お
り
、
く
ず
れ
な
い
よ
う
に

排
泄
さ
れ
る
の
で
す
。
な
ぜ
親
鳥

が
飲
み
込
む
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

一
繍騰灘

が
、
巣
の
周
囲
が
雛
の
糞
で
汚
れ

て
い
る
と
天
敵
に
発
見
さ
れ
や
す

い
こ
と
か
ら
と
思
わ
れ
、
雛
が
大

き
く
な
る
と
飲
み
込
ま
ず
に
、
嗜

で
く
わ
え
て
巣
か
ら
遠
く
離
れ
た

と
こ
ろ
に
捨
て
て
、
巣
が
発
見
さ

れ
る
の
を
防
い
で
い
ま
す
。
餌
は

動
物
質
で
は
、
ハ
バ
チ
、
ベ
ッ
コ

ウ
バ
チ
、
ア
リ
、
シ
ャ
ク
ト
リ
ガ
、

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
、
ブ
ユ
、
ア

ブ
ラ
ム
シ
、
バ
ッ
タ
、
イ
ナ
ゴ
、

ト
ン
ボ
な
ど
を
好
ん
で
食
べ
、
植

物
質
で
は
最
初
に
書
き
ま
し
た
よ

う
に
、
ツ
バ
キ
、
ウ
メ
の
花
の
蜜
、

ナ
ツ
グ
ミ
、
ア
キ
グ
ミ
、
ヌ
ル
デ
、

ヤ
ツ
デ
、
ウ
ル
シ
、
ニ
シ
キ
ギ
、

ヘ
ク
ソ
カ
ヅ
ラ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
ア

　撒
藩

ぎ

鍔
ー
　
群

霧　
懸

雛

難

口ジメ

ケ
ビ
、
ズ
ミ
、
ビ
ワ
の
漿
果
、
柿

の
実
、
エ
ゴ
の
実
な
ど
も
食
べ
ま

す
。
ま
た
餌
の
少
な
い
冬
場
に
、

ジ
ュ
ー
ス
や
砂
糖
水
を
コ
ッ
プ
に

入
れ
て
給
餌
す
る
と
好
ん
で
飲
み

ま
す
。
筆
者
が
小
学
生
の
こ
ろ
、
．

熟
柿
、
ふ
か
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
だ

け
で
メ
ジ
ロ
を
飼
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
メ
ジ
ロ
は
甘
い
物
が
好

き
な
鳥
の
よ
う
で
す
。

　
昔
か
ら
、
　
「
め
じ
ろ
押
し
」
と

言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

言
葉
は
本
種
の
生
態
の
一
部
を
よ

く
表
わ
し
て
い
ま
す
。
と
い
う
の

は
木
の
小
枝
に
多
数
の
メ
ジ
ロ
が

並
ん
で
止
ま
り
、
押
し
あ
い
へ
し

あ
い
し
、
端
に
止
ま
っ
て
い
る
も

の
は
、
い
つ
も
押
し
出
さ
れ
て
し

ま
い
止
ま
れ
な
く
な
る
と
、
小
枝

の
別
の
端
に
止
ま
っ
て
押
し
、
同

じ
こ
と
を
く
り
か
え
し
、
押
し
あ

い
へ
し
合
い
す
る
こ
と
か
ら
「
め

じ
ろ
押
し
」
と
い
う
言
葉
が
で
き

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
最
後
に
、
中
村
憲
吉
の
メ
ジ
ロ

の
歌
で
こ
の
項
を
終
り
ま
す
。

　
島
山
に
日
か
さ
す
朝
や

　
　
　
　
　
　
　
　
嫌
弟
櫨
を

　
　
し
き
り
に
潜
る

　
　
　
目
白
鳥
の
こ
ゑ

感

～
・
プ

　
　
　
こ

い

　
て
ん
か
ん
、
乳
幼
児
の
発
熱
に

よ
る
こ
と
が
多
く
、
重
い
病
気
が

原
因
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
意
識

が
な
く
、
呼
吸
困
難
と
な
り
、
顔

面
は
青
く
、
口
か
ら
泡
を
出
し
た

り
し
ま
す
が
、
大
体
1
～
2
分
間

で
、
長
く
て
も
5
分
以
内
で
止
ま

り
ま
す
。
け
い
れ
ん
を
初
め
て
経

験
し
た
親
は
非
常
に
驚
い
て
恐
怖

感
を
も
ち
ま
す
が
、
け
い
れ
ん
だ

け
で
死
亡
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。

れ
　
ん
～

　
①
大
声
で
呼
ん
だ
り
、
抱
い
た
り

　
無
理
に
押
え
つ
け
た
り
し
な
い
。

　
②
衣
服
を
ゆ
る
め
、
呼
吸
を
楽
に

　
し
て
や
る

　
③
ガ
ー
ゼ
を
巻
い
た
わ
り
ば
し
、

　
ス
プ
ー
ン
を
口
内
に
入
れ
な
い
よ

　
う
に
（
歯
が
折
れ
た
り
口
内
を
傷

　
つ
け
る
こ
と
が
あ
る
の
で
）

　
④
窒
息
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
体

　
を
横
向
き
に
寝
か
せ
ま
す
。
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ー
町
の
施
設
整
備
に
役
立
つ
ー

「
簡
易
保
険
」
と
「
郵
便
年
金
」

　
過
疎
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て

昭
和
63
年
度
も
次
の
施
設
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
こ
の
事
業
費
の
財
源

の
一
部
を
本
年
も
「
簡
易
保
険
・

郵
便
年
金
」
の
積
立
金
を
借
り
入

れ
、
地
域
づ
く
り
に
役
立
て
て
い

ま
す
。

○
町
道
改
良
・
舗
装

　
　
融
資
額
一
億
四
九
〇
万
円

○
寺
田
集
落
開
発
セ
ン
タ
i
建
設

　
　
　
融
資
額
　
一
三
八
○
万
円

○
農
林
道
整
備

　
　
　
融
資
額
　
一
二
六
〇
万
円

○
農
免
道
路
整
備

　
　
　
融
資
額
　
一
七
九
〇
万
円

〈
落
雪
式
の
近
代
的
な
寺
田
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

○
奴
奈
川
地
区
克
雪
対
策

　
　
融
資
額
　
一

〇
消
防
施
設
整
備

　
　
　
融
資
額

○
へ
き
地
患
者
輸
送
車

　
　
　
融
資
額

○
観
光
施
設
整
備

　
　
　
融
資
額

　
　
合
計

一
五
〇
万
円

一
五
〇
万
円

一
五
〇
万
円

　
　
八
六
〇
万
円

一
億
七
二
三
〇
万
円

▲松代城山にあるバンガローの使用料は1回3，000円

　　　役場産業課へお申し込み下さい。

飲
用
井
戸
等
使
用
施
設
の

　
　
　
　
　
　
　
管
理
の
強
化

　
　
　
　
飲
用
時
の
注
意
と

　井戸水、湧水等を飲用水として利用している施設では、春から初夏にか

けて、維持管理の不徹底が原因で細菌汚染等による食中毒等の事故が発生

しやすくなっています。

◎　施設の管理者は次の点に留意して事故防止に努めましょう。

　1　年1回以上水質検査を実施し、安全を確認すること。

　2　飲用水はかならず滅菌すること。

　3　滅菌状況を確認する．ため、週1回以上残留塩素の測定を行い、残留

　　塩素がO．1mg／1以上あるよう調整すること。

　4　毎日、色、濁り、臭い、味に異常が無いことを確認すること。

　5　施設周辺及び施設の衛生に留意しましょう。

◎　遠足や行楽におでかけの際は、水質検査や滅菌等衛生管理をされた水

　を飲みましょう。

　　なお、湧水等を飲む時は、管理の有無を確認してください。
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警察官A（大卒）の募集の

お知らせ
　新潟県警察では、若さと情熱にあふれた

警察官を募集しています。

1．受験資格

　　昭和37年4月2日から昭和43年4月1

　日までに生れた男子で、学校教育法によ

　る大学（短期大学を除く）を卒業した者

　又は、平成2年3月31日までに卒業見込

　みの者。

2．受付期間

　　平成元年5月15日（月）～同年7月18日（幻

3．第一次試験日及び場所

　　平成元年7月30日（日）新潟市（県庁）

4．採用予定人員

　　　35人程度

5．採用予定年月

　平成2年4月1日

6．その他
　詳細については、最寄りの警察署又は、

派出所、駐在所へお問い合わせください。

着色フィルムを貼付した自動車の運転は

交通違反です
　～5月1日から「整備不良車両」となりました～

　自動車の運転中は、まわりの交通状況がよく

わかることが必要です。安全な運転を確保する

ため、自動車の窓ガラスに着色フイルムを貼っ

たり、色を塗ったりすることは、次のとおり禁

止されました。

　これに違反した自動車は、「整備不良車両」と

して罰せられます。

●貼付等禁止　①前面ガラス

　窓ガラス　　②運転席側面ガラス

　　　　　　③助手席側面ガラス
●適用時期　　・平成元年5月1日から
●罰　則　　　・整備不良車両運転の禁止違反

　　　　　　　（3か月以下の懲役又は5万
　　　　　　　　円以下の罰金）

　　　　　　・反則金～普通車　7千円
　　　　　　　　　　　大型車　9千円
　　　　　　・違反点数　1点

目着色フイルムの貼付が禁止の部分

聴
覚
障
害
者
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
次
の
と
お
り
、
補
聴
器
の
業
者

に
よ
り
、
耳
の
不
自
由
な
方
の
相

談
会
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

・
日
時
　
6
月
2
1
日
㈱

　
　
　
午
後
－
時
～
4
時

・
場
所
　
渋
海
荘
　
2
階

※
相
談
は
無
料
で
す
。
詳
し
く
は

　
役
場
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
．

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
の
ほ
し
い
方
は
ど
う
ぞ

　
先
日
、
町
内
各
家
庭
に
町
の
年

間
行
事
計
画
の
印
刷
さ
れ
た
カ
レ

ン
ダ
ー
を
配
り
ま
し
た
が
、
ま
だ

若
干
残
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
所
の
事
務
室
、
病
院
等
の

待
合
室
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申

し
込
み
は
役
場
総
務
課
へ
ど
う
ぞ
。

運転免許証の有効期問が

平成元年7月16日までの方は

町総合センターで受付いたします。

◎
持
参
す
る
も
の

○
運
転
免
許
証

○
免
許
証
用
写
真
一
枚

○
収
入
証
紙
　
　
一
一
千
四
百
円

○
協
会
会
費
　
　
千
五
百
円

○
郡
安
協
発
行
の
更
新
の
お
知
ら

　
せ
ハ
ガ
キ

◎
大
型
免
許
・
二
種
免
許
を
お
持

ち
の
方
は
、
深
視
力
検
査
が
で
き

な
い
た
め
松
代
で
で
き
ま
せ
ん
。

し
尿
汲
取
料
金
が

　
　
変
わ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
5
7
年
よ
り
m
尼
5
0
円
の
料

金
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
六
月
一

日
よ
り
1
0
尼
当
り
5
5
円
（
消
費
税

込
）
と
な
り
ま
す
。
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体育館が移転改築になります
　
か
ね
て
か
ら
国

道
二
五
三
号
線
の

拡
幅
工
事
の
た
め
、

松
代
高
校
の
校
地

が
幅
五
米
削
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、

体
育
館
の
ス
テ
ー

ジ
が
法
線
に
か
か

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
金
井
昭

三
前
校
長
先
生
の

在
任
中
よ
り
、
体

育
館
の
移
転
改
築

を
県
当
局
へ
お
願

い
し
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
元
年
度

の
予
算
が
つ
い
て
、

移
転
改
築
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　
場
所
は
、
格
技

場
の
北
側
で
現
在

の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
位
置
に
な
り
ま

す
。
七
月
初
旬
ご

ろ
か
ら
工
事
が
始

ま
り
、
平
成
元
年

度
中
に
完
成
す
る

予
定
で
す
。
平
成

元
年
度
の
卒
業
式
は
、
新
体
育
館

で
挙
行
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
の
体
育
館
は
九
月
に
解
体

し
て
、
そ
の
跡
地
は
バ
イ
ク
・
自

転
車
置
場
等
に
す
る
予
定
で
す
。

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
特
別
教
室

棟
の
東
側
、
松
代
町
総
合
体
育
館

と
の
間
に
、
町
当
局
の
ご
配
慮
を

い
た
だ
い
て
、
二
面
の
造
成
が
決

ま
り
、
既
に
五
月
十
日
よ
り
工
事

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
遅
く
と
も

六
月
末
ま
で
に
は
完
成
の
予
定
で

す
。　
今
回
の
体
育
館
の
移
転
改
築
が

実
現
し
た
の
は
、
秋
山
利
作
前
町

長
さ
ん
の
熱
意
の
こ
も
っ
た
度
重

な
る
県
当
局
へ
の
陳
情
、
高
橋
十

一
県
議
会
議
員
さ
ん
・
市
川
政
雄

同
窓
会
長
さ
ん
・
小
島
芳
映
前
P

T
A
会
長
さ
ん
・
樋
口
堅
一
部
活

動
後
援
会
長
さ
ん
の
方
々
に
よ
る

熱
意
の
こ
も
っ
た
陳
情
、
同
窓
会

・
P
T
A
・
地
域
の
方
々
の
ご
援
助

の
た
ま
も
の
と
高
校
職
員
一
同
感

謝
の
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
援
助
た
ま

わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

教
職
員
に

　
昭
和
六
十
三
年
度
末
、
平
成
元

年
度
始
め
に
次
の
よ
う
な
異
動
が

あ
り
ま
し
た
。

◎
転
　
出

・
小
堺
明
男
事
務
長

　
　
課
長
補
佐
級
に
昇
任
、
県
立

　
　
高
田
盲
学
校
事
務
長
に

・
鈴
木
勤
主
事

　
　
主
任
に
昇
格
、
県
立
十
日
町

　
　
実
業
高
校
へ

・
若
月
三
吉
用
務
員

　
　
定
年
に
よ
る
退
職

・
牧
野
博
昭
教
諭
（
英
語
）

　
　
県
立
十
日
町
高
校
へ

・
山
崎
公
子
教
諭
（
英
語
）

　
　
県
立
新
発
田
農
業
高
校
へ

・
田
辺
　
薫
教
諭
（
理
科
）

　
　
県
立
新
潟
工
業
高
校
へ

　田　共
あ動
りが
ま
し
た
O

◎
転
　
入

・
福
沢
武
事
務
長

　
　
上
越
農
地
事
務
所
庶
務
課
庶

　
　
務
係
長
よ
り
課
長
補
佐
級
に

　
　
昇
任

　
ワ
タ
ベ
　
ツ
　
エ
　
ム

・
渡
辺
津
栄
武
主
事

　
　
十
日
町
土
木
事
務
所
庶
務
課

　
　
よ
り

・
関
谷
武
久
用
務
員
　
　
新
採
用

・
長
谷
川
　
浩
教
諭
（
理
科
）

　
　
新
採
用

・
浦
壁
　
裕
教
諭
（
英
語
）

　
　
新
採
用

・
名
川
由
里
子
教
諭
（
英
語
）

　
　
新
採
用

　
な
お
、
理
科
の
笠
原
徹
教
諭
が

選
ば
れ
て
、
四
月
一
日
よ
り
九
月

三
十
日
ま
で
の
間
、
新
大
理
学
部

へ
内
地
留
学
を
し
て
い
ま
す
。
留

守
の
間
は
渋
谷
利
行
講
師
に
代
行

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

　
隣
の
安
塚
町
の
“
ま
ち
だ
よ
り

や
す
づ
か
”
が
全
国
の
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
、
人
口
一
万
人
未
満
の
町

村
の
部
の
中
で
新
潟
県
代
表
と
し

て
見
事
入
選
二
席
（
第
三
位
に
当

る
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
県
内
で

も
上
越
地
区
の
広
報
は
レ
ベ
ル
が

高
く
、
そ
の
中
か
ら
安
塚
町
が
全

国
で
第
三
位
に
選
ば
れ
た
ん
だ
か

ら
、
さ
ぞ
こ
の
「
広
報
ま
つ
だ
い
」

も
と
思
っ
て
下
さ
る
方
、
F
誠
に
申

し
訳
け
あ
り
ま
せ
ん
。
私
に
は
締

め
切
り
に
追
い
回
さ
れ
る
才
能
は

あ
っ
て
も
、
賞
を
奪
い
取
る
ほ
ど

の
才
能
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
ん
の

少
し
他
町
村
の
広
報
を
マ
ネ
す
る

要
領
の
良
さ
は
持
ち
合
わ
せ
て
い

ま
す
が
。
▼
さ
て
、
来
月
号
（
七

月
）
で
は
関
谷
新
町
長
と
新
潟
日

報
東
頸
支
局
、
酒
井
記
者
と
の
対

談
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
ど
う

ぞ
お
楽
し
み
に
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b

　
　
　
　
　
　
　
－
　
ρ
、

　
　
　
　
㌧
　

－
ρ
．
テ
丹
。
．

　
　
　
　
　
9
。
‘
　
儀
馬
　
　
・
．
．
㍉
。

　
　
　
　
　
　
。
－
ノ
　
　
　
．
●
・

　
　
　
　
　
ノ
ぽ
ク
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
ー
薗
謎
一
熱
…
一
－

　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
．
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，
　
ρ
　
ヂ
　
　
・
．
●
．
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レ
　
　
　

　
　
　
　
　
’
1
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側
o
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詩
集
第
二
作
「
春
の
音
」

　
　
　
　
相
沢
ヨ
シ
子
さ
ん
（
松
代
）
出
版

　
相
沢
ヨ
シ
子
さ
ん
が
こ
の
ほ
ど

詩
集
「
春
の
音
」
を
出
版
さ
れ
ま

し
た
。

　
第
一
詩
集
「
雪
竿
」
に
次
い
で

十
年
目
の
こ
の
詩
集
。
白
地
に
緑

色
の
文
字
で
「
春
の
音
」
と
書
か

れ
、
日
本
画
家
・
富
沢
順
平
氏
（
小

荒
戸
出
身
）
の
「
凍
て
る
朝
」
で
飾

ら
れ
た
表
紙
は
、
す
っ
き
り
と
美

し
い
出
来
上
が
り
と
の
評
判
で
す
。

　
写
真
が
趣
味
の
旦
那
さ
ん
に
、

「
出
し
た
け
れ
ば
出
せ
ば
い
い
さ
」

と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
自
分
の
詩

が
一
冊
の
本
と
な
っ
て
届
い
た
時

は
「
感
慨
無
量
、
う
れ
し
か
っ
た

で
す
ね
。
ど
き
ど
き
し
な
が
ら
一

頁
一
頁
開
い
て
読
み
ま
し
た
」
と

喜
こ
び
を
隠
せ
な
い
様
子
。
詩
集

に
載
せ
ら
れ
た
二
十
三
編
の
作
品

は
、
同
人
誌
「
野
火
」
に
掲
載
さ

》
記
念
誌
と
な
っ
た
「
春
の
音
」
と
「
野
火
」

れ
批
評
が
良
か
っ
た

も
の
を
集
め
た
も
の

で
、
一
つ
一
つ
思
い

出
が
あ
る
も
の
ば
か

り
だ
そ
う
で
す
。

　
さ
て
、
こ
の
同
人

誌
「
野
火
」
で
す
が
、

相
沢
さ
ん
が
師
と
仰

ぐ
会
長
の
高
田
敏
子

氏
が
危
篤
状
態
の
た

め
、
百
四
十
一
号
で
ど
う
や
ら
最

終
号
に
な
り
そ
う
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
の
本
の
一
ぺ
ー
ジ
め
に

相
沢
さ
ん
が
投
稿
し
た
詩
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
何
と
も

悲
し
い
記
念
誌
と
な
り
そ
う
で
す
。

関
谷
徳

　
な
お
、
詩
集
「
春
の
音
」
は
、

町
内
の
書
店
で
も
お
求
め
に
な
れ

ま
す
。
是
非
、
手
に
と
っ
て
ご
覧

下
さ
い
．

　
　
　
　
一
郎
・
サ
ト
さ
ん
夫
婦
に

関
東
管
区
交
通
安
全
功
労
者
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
町
交
通
安
全
協
会
支
部
長

▲夫婦そろって栄えある受賞

の
関
谷
徳
一
郎
さ
ん
か
、
去
る
五

月
十
九
日
、
東
京
農
林
年
金
会
館

（
虎
の
門
）
で
行
わ
れ
た
交
通
功

労
者
表
彰
式
に
奥
さ
ん
と
同
伴
で

出
席
さ
れ
、
関
東
管
区
交
通
安
全

協
会
連
合
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
関
谷
さ
ん
は
長
年
に
渡
り

地
区
の
交
通
安
全
協
会
活
動
に
献

身
的
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
又
、
奥

さ
ん
の
サ
ト
さ
ん
も
”
内
助
の
功
”

が
認
め
ら
れ
夫
婦
そ
ろ
っ
て
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　ろし
よ　　ぐ

松代幹部派出所長

久保田紀男さん

新発田市出身

昭和12年生　上越市

在住。

「
緑
が
豊
富
だ
し
、
松
代
の
人
は

人
情
味
が
厚
い
し
い
い
所
で
す
ね
。

雪
は
経
験
し
て
い
る
か
ら
大
丈
夫

と
思
い
ま
す
が
、
何
し
ろ
こ
こ
は

量
が
多
い
と
言
う
か
ら
…
…
。
ス

ポ
ー
ツ
は
一
通
り
や
り
ま
す
が
、

腰
を
痛
め
て
い
る
の
で
今
は
休
ん

で
い
ま
す
．

　
交
通
事
故
の
防
止
と
犯
罪
の
無

い
町
を
目
指
し
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
」

一
F
籍
の
窓
ロ

璽
凝
雛
難
ー
謬
鶏
麗
欝
糞
盤

雛
懸
多
鍵
灘
盤
蓬
薦
結
鱈
繊

講
繍
康
男
・
灘
、
家
儀
磯
藩
毒
簾

　
　
　
　
　
霧
沢
・
叢
蟻
測
膨

　
　
嚢
籟
濃
撚
難
議
鎌
舞
謹

、
灘
灘
、
羅
、
毒
羅
　
鰻
歳

　
　
　
　
　
、
、
騰
灘
捲
難
畿
墨
繊

鶴
藤
欝
欝
羅
灘
聡
畿

　
　
　
　
　
　
、
撚
塞
野
・
灘
原
糊

憲
澤
、
㎜
、
難
欝
繍
齢
歳

　
　
　
　
　
其
叢
幽
・
蟹
平
整
）

鵜
雛
。
灘
灘
・
騰
麗
歳

　
　
　
　
　
　
　
燃
蓬
讐
・
孫
甚
糊

灘
灘
灘
糞
辮
欝
畿
、

　
　
　
　
　
p
欝
撃
・
縣
難
餐

皿
鑑
簾
灘
灘
繋
灘
鑓
　
羅
、
歳
、

　
　
　
　
　
　
　
　
燃
塞
野
・
灘
糊

灘
谷
、
、
難
灘
巷
鑑
鯉
畿

　
　
　
　
　
欝
撚
義
・
爽
鑑
医
院
）

欝
懸
・
灘
叢
餐
難
』
盤
歳

　
　
　
　
　
　
、
霧
織
・
瓶
姿

関
纏
鐵
鰍
離
．
滋
蘇
畿

　
　
　
　
　
　
撚
松
磯
・
松
見
墨
鰯
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　文
芸

一∈蕗灘酸
　　　　F

＼　＿　　，郵

俳
　
句

ゆ
っ
く
り
と
夕
日
の
沈
む
聖
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

梵
鐘
を
つ
き
終
わ
り
た
る
白
牡
丹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

遠
蛙
足
萎
え
の
母
湯
に
運
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

煽
ら
れ
て
裏
見
せ
て
い
る
朴
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

噂
り
は
今
年
も
ぶ
な
の
林
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

参
道
の
か
た
え
に
シ
ャ
ガ
の
花
盛

り
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

幼
な
子
の
靴
二
足
あ
り
子
供
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
香

　
　
　
　
　
　
せ
ん
ま
い

そ
よ
風
に
干
し
薇
の
香
り
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

春
祭
一
ト
山
越
え
て
太
鼓
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

広
き
田
に
夫
婦
二
人
の
田
植
か
な
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